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「第37回定時株主総会招集ご通知」の一部修正について 
 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、平成27年８月10日にご送付申し上げました当社「第37回定時株主総会招集ご通知」の記載

事項の一部に修正すべき点がございましたので、謹んでお詫び申し上げますとともに、本ウェブサ

イトをもって下記のとおり修正させていただきます。 

敬 具 

 

記 

 
【修正箇所】（修正箇所には下線を付しております。） 
 招集ご通知 
 22 ページ 連結注記表 (連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等) 

4．会計処理基準に関する事項 (ロ)たな卸資産 
  （修正後） 
    ① 販売用不動産･･･個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 
    ② 仕  掛  品･･･個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 
    ③ 貯  蔵  品･･･移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 
 
  （修正前） 
    ① 販売用不動産･･･個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 
    ② 貯  蔵  品･･･移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 
 
 28 ページ 連結注記表 (金融商品に関する注記) 2．金融商品の時価等に関する事項  (注)２ 

時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 
  （修正後） 
    ① 非上場株式等（連結貸借対照表計上額 36,519 千円）は、市場価格がなく、かつ将来

キャッシュ・フローを見積ることなどができず時価を把握することが極めて困難と認め

られるため、「資産(3) 有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。 
 
  （修正前） 
    ① 非上場株式等（連結貸借対照表計上額 9,373 千円）は、市場価格がなく、かつ将来キ

ャッシュ・フローを見積ることなどができず時価を把握することが極めて困難と認めら

れるため、「資産(3) 有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。 
 

以上 


